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平成２２年度

佐賀県くらしの実感調査結果の概要

平成２２年１１月
佐賀県統括本部政策監グループ
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Ⅰ．調査の目的等
【調査の目的】

・県の施策全般について、県民のくらしの中での実感を
把握し、今後の県政運営に反映させるため

【調査項目】

① くらしの満足度・期待度

・県民満足度調査（H15～18）結果との経年比較
② くらしの各分野に対する実感

・「総合計画２００７」の施策分野（子育て、福祉、労働な

ど 28分野）
・施策分野ごとの県民が望む姿

③県政に対する意見・提案
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調査対象：２０歳以上の男女３，０００人を無作為抽出
（有効回答数１，４６３人、有効回答率４８．８％）

調査方法：郵送調査法

調査期間：平成２２年６月２６日（土）～７月９日（金）

Ⅱ．調査の概要

7.9 13.7 15.8 22.3 18.0 22.2 0.2

7.4 10.9 14.7 23.1 20.1 23.6 0.2

7.4 12.1 14.8 21.8 18.5 23.6 1.8

12.4 15.2 14.6 17.9 16.5 23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人口

合計

男性

女性

２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上

不明

（参考）

※20歳以上の県総人口に占める割合



5

回答者居住地別分布

３３．９％
（３５．８％）

１９．６％
（２０．２％）

２４．７％
（２４．９％）

１９．８％
（１９．１％）

（ ）は、20歳以上の人口比（H22年4月現在 佐賀県：人口推計）

また、端数処理の関係上合計は100％にならない（98％）。

武雄市エリア
武雄市・鹿島市・嬉野市
杵島郡・藤津郡

唐津市エリア
唐津市・伊万里市
東松浦郡・西松浦郡

佐賀市エリア
佐賀市・多久市
小城市

鳥栖市エリア
鳥栖市・神埼市
三養基郡・神埼郡
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第１章 くらしの満足度・期待度

１ 佐賀県でのくらしの総合満足度

２ くらしの各分野についての満足度

３ くらしの各分野についての県に対する期待度

４ くらしの各分野についての満足度と期待度の関連

Ⅲ．調査結果
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１ 佐賀県でのくらしの総合満足度

51.1 27.1 17.8 4.0

48.5 33.1 16.9 2.6

40.1 31.3 26.0 2.5

49.5 24.5 22.7 3.2

50.0 26.1 19.9 4.0

48.1 27.8 18.5 5.6

47.5 28.1 20.4 4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

20代

30代

40代

50代

60代

70代以上

ほとんどの年代で『満足派』は約5割である。

５０代だけ『満足派』が約4割となっている。

『満足派』 どちらともいえない 『不満派』 不明

第１章 くらしの満足度・期待度
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１ 佐賀県でのくらしの総合満足度
～４エリア別～

45.8 27.6 22.0 4.5

51.2 27.9 17.4 3.5

42.8 30.9 23.0 3.3

48.8 27.6 19.7 3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

佐賀市エリア（４８．８％）、唐津市エリア（４２．８％）および武雄エリア
（４５．８％）は軒並み４０％代となっている。
鳥栖市エリア（５１．２％）は、唯一５割を超えている。

『満足派』 どちらともいえない 『不満派』
不明

第１章 くらしの満足度・期待度
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59.4

42.8
40.642.4

17.3

24.825.024.1

0

10

20

30

40

50

60

15年度 16年度 17年度 18年度 22年度

佐賀県でのくらしの総合満足度の時系列比較
（２０～６４歳）

『満足派』が１３．４ポイント低下し、『不満派』が４．５ポイント上昇したため、
４２．１ポイント差から２４．２ポイント差に縮まった。
％

第１章 くらしの満足度・期待度

満足派

不満派

※ 過去の調査結果との経年比較は、各年度の調査手法や調査対象年齢が異なるため、
共通する年代層（２０歳～６４歳）で比較した。

46.0

21.8
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7.8 27.1 61.3 3.8

14.7 39.6 41.5 4.2

42.3 34.2 19.4 4.1

25.7 37.7 33.0 3.5

33.8 40.0 22.0 4.2

35.6 31.0 31.4 2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

福祉・保健・医療

教育・文化・スポーツ

交通・社会基盤・情報化

安全・環境

産業

雇用・労働

２ くらしの各分野についての満足度

『満足派』は、 ｢安全・環境｣、｢福祉・保健・医療｣、｢教育・文化・スポーツ｣の順
に高く、これら３項目は『満足派』が『不満派』を上回っている。

一方、｢雇用・労働｣、｢産業｣、｢交通基盤・社会基盤・情報化｣では、
『不満派』が上回っており、特に「雇用・労働」は『不満派』が６割を超えている。

『満足派』 どちらともいえない 『不満派』 不明

第１章 くらしの満足度・期待度
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37.9

31.2

35.9 35.1 34.4

33.7

38.3

29.3

23.0

23.8

34.8

23.4

43.7

37.0

48.4

40.7

16.9

10.8

18.8

12.2

7.0

6.7

11.5

6.5

0

20

40

60

雇用・労働産業安全・環境交通・社会基盤等教育・文化等福祉・保健等

佐賀市エリア 唐津市エリア 鳥栖市エリア 武雄市エリア

２ くらしの各分野についての満足度
～４エリア別～

「福祉・保健等」を除く５分野で、鳥栖市エリアの満足度が最も高くなっ
ている。

唐津市エリアは、「交通・社会基盤等」をのぞく５分野で満足度が最も

低くなっている。
％

第１章 くらしの満足度・期待度
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くらしの各分野についての満足度の時系列比較①
（２０～６４歳）

29.2
31.2

35.1 34.9

24.2

26.0

24.8

28.4

23.4

28.8

0

10

20

30

40

50

60

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

32.0

27.0
28.6

22.422.323.0

30.4

20.1
17.918.1

0

10

20

30

40

50

60

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

福祉・保健・医療 教育・文化・スポーツ

％ ％

『満足派』は上昇し、『不満派』はほぼ横ばい。 『満足派』が『不満派』を逆転した。

満足派

不満派
満足派

不満派

第１章 くらしの満足度・期待度
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くらしの各分野についての満足度の時系列比較②
（２０～６４歳）

23.8

38.1
24.823.5

26.9

21.521.7
17.4 16.9

37.5

0

10

20

30

40

50

60

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

43.5

19.8

42.4

25.1

19.2
22.3 22.221.0

24.525.2

0

10

20

30

40

50

60

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

交通基盤・社会基盤・情報化 安全・環境

％ ％

『不満派』はほぼ横ばいで、
『満足派』は若干上昇した。

『満足派』が『不満派』を
大きく上回っている。

満足派

不満派
満足派

不満派

第１章 くらしの満足度・期待度
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くらしの各分野についての満足度の時系列比較③
（２０～６４歳）

16.7
14.9

43.0 44.0

11.4 12.7

31.231.9

0

10

20

30

40

50

60

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

9.7
7.3

66.1

9.18.5

60.0

42.4
46.3

0

10

20

30

40

50

60

70

15
年
度

16
年
度

17
年
度

18
年
度

22
年
度

産業 雇用・労働

％ ％

『不満派』が若干上昇し、依然
『満足派』を大きく上回っている。

『不満派』が６ポイント上昇し、
『満足派』を６０ポイント近く上回っている。

満足派

不満派

満足派

不満派

第１章 くらしの満足度・期待度
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３ くらしの各分野についての県に対する期待度

45.5 22.8 26.9 4.6

47.3 31.0 16.8 4.9

56.0 30.3 8.6 5.2

44.7 34.7 15.7 5.0

50.9 32.7 11.2 5.2

62.3 21.3 13.3 3.2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

福祉・保健・医療

教育・文化・スポーツ

交通・社会基盤・情報化

安全・環境

産業

雇用・労働

『期待している計』は、｢福祉・保健・医療｣、｢安全･環境｣の順に高くなっている。

『期待していない計』は、｢雇用・労働｣で最も高くなっている。
（なお、『期待していない計』の内訳の大半は「期待しても無理」）

期待している計

どちらともいえない

期待していない計

不明

第１章 くらしの満足度・期待度
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63.3

56.4

63.8 65.5

51.4

47.5

55.0

51.0

43.5

41.7

53.0

42.7

54.2

53.8

64.8

55.1

47.4

47.0

50.2

46.9
44.1

43.4

50.9

46.5

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

雇用・労働産業安全・環境交通・社会基盤等教育・文化等福祉・保健等

佐賀市エリア 唐津市エリア 鳥栖市エリア 武雄市エリア

３ くらしの各分野についての県に対する期待度
～４エリア別～

鳥栖エリアは「福祉・保健・医療」を除く、５つの分野で期待度が最も高い。

唐津市エリアは、「産業」を除く５つの分野で期待度が最も低い。

％

第１章 くらしの満足度・期待度
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0

10

20

30

40

50

0 10 20 30 40 50 60 70 80

４ くらしの各分野についての満足度と期待度の関連

満
足
度

↑

（平均 26.7％）

期待度

→

（平均 51.1％）

福祉・保健・医療

教育・文化・スポーツ

安全・環境

交通基盤・社会基盤・ 情報化

産業

雇用・労働

％

「交通基盤・社会基盤
・情報化」、「産業」、
「雇用・労働」は、
満足度も期待度も低い、

「弱点強化分野」

「安全・環境」、
「福祉・保健・医療」、
「教育・文化・スポーツ」は、
満足度も期待度も高い、

「充実期待分野」

％

第１章 くらしの満足度・期待度
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第２章 くらしの各分野に対する実感

１．「福祉・保健・医療」分野
・安心して子育てができる環境について など

２．「教育・文化・スポーツ」分野
・子ども一人ひとりの目標や課題に応じた教育環境について など

３．「交通基盤・社会基盤・情報化」分野
・人や物、情報の交流がスムーズにできる環境について など

４．「安全・環境」分野
・安心して消費生活を送ることができる環境について など

５．「産業」分野
・県内の農林水産業の活気について など

６．「雇用・労働」分野
・だれもが意欲と能力に応じて働ける環境について

７．「その他一般」分野
・だれもが社会で個性や能力を発揮できる環境について
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１．「福祉・保健・医療」分野

（１） 安心して子育てができる環境について

（２） だれもが地域で暮らすことができる環境について

（３） 健康的な生活を送ることができる環境について

（４） 安心して医療を受けられる環境について
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（１）安心して子育てができる環境になっているか

％

全体では『思わない計』が『思う計』を若干上回っている。
『思う計』は男性の方がやや高いが、『思わない計』は男性（４４．９％）
が女性（３９．０％）を上回っている。

１．「福祉・保健・医療」分野

39.3 39.0 17.5 4.2

39.8 44.9 12.4 2.8

39.5 41.0 15.4 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない

無回答
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（１）安心して子育てができる環境になっていないと思う理由

「企業や職場が子育てに協力していない」が３６．２％と最も高くなっている。

11.2

3.7

12.2

14.5

16.5

22.7

27.5

28.2

28.7

36.2

0 10 20 30 40

◆企業や職場が子育てに協力していない

◆地域で子育てを支え合う環境がない

◆低年齢児や障害児、病児、病後児を預けることができない

◆必要なときに保育所が利用できない

◆地域で世代間交流や体験活動が行われていない

◆家庭での子育てへの不安や悩みを相談する場がない

◆必要なときに放課後児童クラブ（学童保育）が利用できない

◆その他

◆地域が青少年の健全育成を見守ることができていない

◆無回答

１．「福祉・保健・医療」分野
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（２）だれもが地域で暮らすことができる環境になっているか

％

全体では『思わない計』が『思う計』の約２倍と大きく上回っている。
『思う計』は男性の方がやや高い。（男性：２７．２％、女性：２６．６％）

26.6 51.0 11.2 11.2

27.2 54.4 10.7 7.7

26.6 51.1 10.7 11.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

１．「福祉・保健・医療」分野
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（２）だれもが地域で暮らすことができる環境になっていないと思う理由
「高齢者が自立した生活を送るための介護の体制が不十分」が４４．４％と最
も高くなっている。

6.6

0.5

7.5

9.9

12.2

13.6

14.4

16.2

20.3

21.8

24.3

25.8

32.8

44.4

0 10 20 30 40 50

◆高齢者が自立した生活を送るための介護の体制が不十分である

◆障害者の働く場が少ない

◆障害者が地域で生活することへの周囲の理解が不足している

◆母子（父子）家庭での子育てと仕事の両立が難しい

◆障害者が地域で生活する場が少ない

◆ユニバーサルデザインの考え方が普及していない

◆子どもにかかる医療費負担が大きい

◆その他

◆低所得者への生活支援体制が整っていない

◆無回答

１．「福祉・保健・医療」分野

◆高齢者が社会の一員としての役割を果たす機会が少ない

◆児童虐待を防ぐ体制が整っていない

◆乳幼児やその母親の健康支援体制が整っていない

◆障害者が地域で生活するための相談支援の体制が整っていない



24

（３）健康的な生活を送ることができる環境になっているか

％

全体では『思う計』が５３．４％と半数を超えている。
『思わない計』は３２．４％で『思う計』が大きく上回っている。

54.5 30.5 10.8 4.1

53.1 35.3 8.9 2.7

53.4 32.4 10.1 4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

１．「福祉・保健・医療」分野
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（３）健康的な生活を送ることができる環境になっていないと思う理由

「感染症や難病の情報を知る機会が少ない」が３２．７％と最も高くなっている。

12.4

3.4

17.5

19.4

25.9

29.1

32.7

0 10 20 30 40

◆感染症や難病の情報を知る機会が少ない

◆がん検診を受ける機会が少ない

◆自殺者を減らす対策が整っていない

◆生活習慣病を相談する場が少ない

１．「福祉・保健・医療」分野

◆その他

◆無回答

％

◆健康的な食生活習慣が身についていない
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（４）安心して医療を受けられる環境になっているか

％

全体では『思う計』が４４．４％と４割強となっている。
『思わない計』は３８．７％と４割弱となっている。

44.3 37.9 9.6 8.4

45.6 42.1 7.2 5.2

44.4 38.7 8.6 8.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

１．「福祉・保健・医療」分野
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（４）安心して医療を受けられる環境になっていないと思う理由

「老人医療制度に不安がある」が４６．８％と最も高くなっている。

11.1

3.2

3.9

9.2

36.2

38.0

46.8

0 10 20 30 40 50

◆老人医療制度に不安がある

◆国民健康保険制度に不安がある

◆医薬品（血液製剤を含む）の安全性に不安がある

◆献血の取り組みが進んでいない

１．「福祉・保健・医療」分野

◆その他

◆無回答

％

◆必要なときに地元で治療が受けられない



28

２．「教育・文化・スポーツ」分野

（１） 子ども一人ひとりの目標や課題に応じた教育環境

について

（２） 多様な文化・歴史にふれることができる環境について

（３） 生涯学習のできる環境について

（４） スポーツに親しめる環境について



29

（１）子ども一人ひとりの目標や課題に応じた教育環境になっているか

％

全体では『思う計』が２８．４％と３割弱にとどまっている。
『思わない計』は４１．０％と『思う計』を大きく上回っている。

26.7 40.9 27.3 5.0

30.7 43.0 22.6 3.7

28.4 41.0 25.1 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

２．「教育・文化・スポーツ」分野



30

（１）子ども一人ひとりの目標や課題に応じた教育環境になっていないと思う理由

「専門家としての力量と情熱をもった教職員が少ない」が４４．２％と最も高く
なっている。

7.8

2.8

8.7

10.5

10.7

13.0

15.8

16.5

17.3

33.3

34.3

44.2

0 10 20 30 40 50

◆専門家としての力量と情熱をもった教職員が少ない

◆基礎学力が定着する教育ができていない

◆豊かな感性や社会性を育む教育ができていない

◆不登校やいじめなどを相談する場がない

◆子どもの登下校に不安がある

◆障害のある子どもへの支援ができていない

◆地域に信頼されるような開かれた学校になっていない

◆その他

◆無回答

２．「教育・文化・スポーツ」分野

◆国際化や情報化など社会の変化に対応した教育が受けられない

◆魅力ある私立学校が少ない

◆安全・安心・快適な学校施設になっていない

％



31

（２）多様な文化・歴史にふれることができる環境になっているか

％

全体では『思う計』が４１．０％と４割強となっている。
『思わない計』は３２．７％と３割強となっている。

41.0 31.6 18.1 9.4

42.7 35.5 13.4 8.4

41.0 32.7 15.7 10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

２．「教育・文化・スポーツ」分野



32

（２）多様な文化・歴史にふれることができる環境となっていないと思う理由

「文化行事の情報が少ない」が４６．７％と最も高くなっている。

10.0

3.3

26.8

29.9

35.8

46.7

0 10 20 30 40 50

◆文化行事の情報が少ない

◆博物館などの展示内容がもの足りない

◆文化的・歴史的資産が保存・活用されていない

２．「教育・文化・スポーツ」分野

◆その他

◆無回答

％

◆地域の伝統文化が受け継がれていない



33

（３）生涯学習のできる環境になっているか

％

全体では『思う計』が４３．３％と４割強となっている。
『思わない計』は３割となっている。

45.5 27.9 22.4 4.2

41.2 33.5 21.9 3.4

43.3 30.2 21.9 4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

２．「教育・文化・スポーツ」分野



34

（３）生涯学習のできる環境となっていないと思う理由

「講習会や講座などの開催が少ない」が４３．３％と最も高くなっている。

15.2

3.6

22.2

37.4

43.3

0 10 20 30 40 50

◆講習会や講座などの開催が少ない

◆生涯学習の成果を活かす場所がない

２．「教育・文化・スポーツ」分野

◆その他

◆無回答

％

◆図書館の本が充実していない



35

（４）スポーツに親しめる環境になっているか

％

全体では『思う計』が４３．４％と４割強となっている。
『思わない計』は３３．２％となっている。

43.4 30.9 17.6 8.0

44.4 37.0 11.6 7.0

43.4 33.2 14.8 8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

２．「教育・文化・スポーツ」分野



36

（４）スポーツに楽しめる環境になっていないと思う理由

「地域のスポーツ施設が充実していない」が４５．４％と最も高くなっている。

11.8

3.3

14.0

31.1

35.1

45.4

0 10 20 30 40 50

◆地域のスポーツ施設が充実していない

◆スポーツ活動の機会や情報が少ない

◆学校体育や部活動が充実していない

２．「教育・文化・スポーツ」分野

◆その他

◆無回答

％

◆競技スポーツで佐賀県の選手やチームがあまり活躍していない



37

３. 「交通基盤・社会基盤・情報化」分野

（１） 人や物、情報の交流がスムーズにできる環境について

（２） 暮らしやすいまちについて



38

（１）人や物、情報の交流がスムーズにできる環境になっているか

32.7 54.1 22.4 3.4

36.6 47.4 12.5 3.5

29.5 48.9 16.0 5.5

35.1 50.6 17.1 4.0

33.4 50.2 11.9 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は鳥栖市エリア（３６．６％）や佐賀市エリア（３５．１％）で、他の地
域に比べてやや高くなっている。一方、『思わない計』は武雄市（５４．１％）で
最も高くなっている。

思う計 わからない思わない計

不明

３. 「交通基盤・社会基盤・情報化」分野



39

（１）人や物、情報の交流がスムーズにできる環境になっていないと思う理由

「有明佐賀空港の発着便が少ない」が４６．０％と最も高くなっている。
また、「幹線道路が整備されていない」（４３．３％）が次いで高くなっている。

15.0

7.5

7.2

10.9

11.0

43.3

46.0

0 10 20 30 40 50

◆有明佐賀空港の発着便が少ない

◆幹線道路が整備されていない

◆インターネットでできる行政手続や公金納付が少ない

◆港湾の整備が進んでいない

３．「交通基盤・社会基盤・情報化」分野

◆その他

◆無回答

％

◆メールやインターネットの利用が進んでいない



40

（２）暮らしやすいまちになっているか

35.1 52.4 4.1 8.3

46.3 42.9 3.5 7.3

26.0 59.7 6.6 7.7

35.9 53.2 3.8 7.1

35.1 52.0 4.4 8.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は鳥栖市エリア（４６．３％）で、『思わない計』は唐津市エリア
（５９．７％）で最も高くなっている。

思う計 わからない思わない計

不明

３．「交通基盤・社会基盤・情報化」分野



41

（２）暮らしやすいまちになっていないと思う理由
「まちなか（市街地）に活気がない」が６０．９％と最も高くなっている。

7.1

0.5

4.6

6.4

9.1

11.3

12.2

14.8

26.0

36.7

60.9

0 10 20 30 40 50 60 70

◆まちなか（市街地）に活気がない

◆公共交通機関など身近な移動手段がない

◆合併後の市町がうまく機能していない

◆市街地や農地の調和がとれていない

◆必要な汚水処理施設が整備されていない

◆美しい景観が保全されていない

◆その他

◆無回答

３．「交通基盤・社会基盤・情報化」分野

◆街路や公園、良好な住環境が整備されず快適に暮らせない

◆県民やＣＳＯ、企業など多様な主体が公共を担っていない

◆雨が少ないと、水の利用に不安がある



42

４．「安全（消費、食、交通安全、防犯、防災）
・環境（地球環境、自然環境、生活環境）」分野

（１）安心して消費生活を送ることができる環境について

（２）地域犯罪や交通事故に対して安心できる環境について
（３）災害に対して安心できる環境について
（４）環境（地球、自然、生活など）を守る取組みについて



43

（１）安心して消費生活を送ることができる環境になっているか

％

全体では『思う計』が５８．１％と６割弱となっている。
一方、『思わない計』は２４．４％で、『思う計』が『思わない計』を大きく
上回っている。

58.2 25.0 12.8 3.9

60.2 24.3 12.6 3.0

58.1 24.4 13.0 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

４．「安全・環境」分野



44

（１）安心して消費生活を送ることができる環境となっていないと思う理由

「食品の適正な表示と安全性に不安がある」が４１．６％と最も高くなっている。

18.7

4.2

13.1

18.2

30.2

41.6

0 10 20 30 40 50

◆食品の適正な表示と安全性に不安がある

◆契約トラブルの未然防止の情報が届かない

◆契約トラブルを相談する場がない

４．「安全・環境」分野

◆その他

◆無回答

％

◆ペットが大切にされていない



45

（２）地域犯罪や交通事故に対して安心できる環境になっているか

50.0 31.4 10.7 7.9

49.5 34.1 8.4 8.0

44.8 33.9 11.3 9.9

45.1 37.9 7.5 9.5

46.4 34.6 9.2 9.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は武雄市エリア（５０．０％）で、『思わない計』は佐賀市エリア
（３７．９％）で最も高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

４.「安全・環境」分野



46

（２）地域犯罪や交通事故に対して安心できる環境になっていないと思う理由

「生活に身近な道路や歩道が整備されていない」が５９．０％と最も高くなっている。

13.9

4.0

8.1

16.4

21.6

59.0

0 10 20 30 40 50 60

◆生活に身近な道路や歩道が整備されていない

◆地域の安全が地域で守られていない

◆薬物乱用による事件が増えている

４．「安全・環境」分野

◆その他

◆無回答

％

◆交通安全の取組みが行われていない



47

（３）災害に対して安心できる環境になっているか

48.3 38.3 8.6 4.8

46.0 38.3 10.5 5.2

39.2 41.2 13.8 5.8

40.5 43.4 12.7 3.4

42.5 40.4 11.6 5.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は武雄市エリア（４８．３％）で、『思わない計』は佐賀市エリア
（４３．４％）で最も高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

４.「安全・環境」分野



48

（３）災害に対して安心できる環境になっていないと思う理由

「洪水や土砂災害が心配である」が４７．７％と最も高くなっている。

7.4

1.7

20.3

22.5

25.9

31.8

47.7

0 10 20 30 40 50

◆洪水や土砂災害が心配である

◆地震による家屋等の倒壊の不安がある

４．「安全・環境」分野

◆無回答

％

◆災害時の非難場所がわからない

◆地域の防災体制が整っていない

◆災害情報が届かない

◆その他



49

（４）環境（地球、自然、生活など）を守る取組みが進んでいるか

39.7 39.3 13.8 7.2

35.9 39.8 15.3 9.1

37.0 35.1 19.3 8.6

34.0 40.0 17.3 8.7

35.9 38.2 16.6 9.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は武雄市エリア（３９．７％）で、『思わない計』は佐賀市エリア
（４０．０％）で最も高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

４.「安全・環境」分野



50

（４）環境（地球、自然、生活など）を守る取組みが進んでいないと思う理由

「地球温暖化防止の意識を持っていない」が３２．３％と最も高くなっている。

8.6

2.2

7.5

13.8

16.8

17.6

18.5

26.3

28.9

31.9

32.3

0 10 20 30 40

◆地球温暖化防止の意識を持っていない

◆ごみの減量化やリサイクルなど循環型社会への意識を持っていない

◆その他

◆無回答

４．「安全・環境」分野

◆太陽光発電などの新エネルギーが普及していない

◆有明海の再生が進んでいない

◆空気、水、土壌などの生活環境が守られていない

◆原子力発電に対する理解が低い

◆森林、緑づくりの取組みが広がっていない

◆野生の動植物などの自然環境が守られていない

◆自然公園の景観が守られていない

％



51

５．「産業（農業・林業・水産業・商業・工業・観光）」分野

（１）県内の農林水産業の活気について
（２）県内の企業の活気について
（３）県産品や観光地の県外での認知度について



52

（１）県内の農林水産業に活気があるか

23.1 51.7 23.1 2.1

24.4 43.5 27.5 4.5

20.1 52.8 22.9 4.1

25.0 46.6 25.2 3.2

23.1 48.2 24.5 4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は佐賀市エリア（２５．０％）で高くなっている。
一方、『思わない計』は唐津市エリア（５２．８％）、武雄市エリア（５１．７％）で
高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

５.「産業」分野



53

（１）県内の農林水産業に活気がないと思う理由
「農林水産業の担い手の育成・確保が進んでいない」が４８．３％と最も高く
なっている。

8.1

1.7

3.5

11.3

13.6

15.3

16.3

17.0

18.6

19.3

19.7

22.5

29.9

48.3

0 10 20 30 40 50

◆農林水産業の担い手の育成・確保が進んでいない

◆中山間地域農業に活気がない

◆県産農産物を地元で消費する地産地消の取組みが進んでいない

◆木材の利用拡大が進んでいない

◆農地や水路など生産基盤の整備や適切な管理、補修ができていない

◆水産資源が減少している

◆その他

◆無回答

５．「産業」分野

◆食育や農業体験などを通じた農業への理解が進んでいない

◆農山漁村の集落道や下水道など、生活環境の整備が進んでいない

◆環境保全型農業の取組みが広がっていない

◆漁港などの施設・設備の整備がすすんでいない

◆計画的な間伐や伐採が進まず森林整備が遅れている

◆高品質でおいしい農産物やブランド力のある農産物が少ない

％



54

（２）県内の企業に活気があるか

11.4 63.8 16.9 7.9

12.6 58.9 19.5 9.1

9.1 64.1 16.0 10.8

8.3 65.7 15.7 10.3

9.8 62.8 16.8 10.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は鳥栖市エリア（１２．６％）で高くなっている。
一方、『思わない計』は佐賀市エリア（６５．７％）で高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

５.「産業」分野



55

（２）県内の企業に活気がないと思う理由

「中小企業に元気がない」が６８．０％と最も高くなっている。

7.1

2.2

12.2

15.8

27.2

40.7

68.0

0 10 20 30 40 50 60 70

◆中小企業に元気がない

◆企業の誘致が進んでいない

５．「産業」分野

◆無回答

％

◆やきものや家具などの地場産地に元気がない

◆県内企業に新エネルギー分野への取組みが進んでいない

◆その他

◆大学などの研究が企業に活かされていない



56

（３）県産品や観光地が県外にも知られているか

26.2 59.0 11.7 3.1

21.2 62.8 11.8 4.2

35.0 48.9 11.6 4.4

26.0 63.1 7.5 3.4

27.1 58.2 10.1 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

佐賀市エリア

唐津市エリア

鳥栖市エリア

武雄市エリア

『思う計』は唐津市エリア（３５．０％）で最も高く、『思わない計』は佐賀市エリア
（６３．１％）、鳥栖市エリア（６２．８％）で６割強と高くなっている。

思う計 わからない思わない計 不明

５.「産業」分野



57

（３）県産品や観光地が県外に知られていないと思う理由

「大都市圏での県産品の認知度が低い」が５６．１％と最も高く、次いで「佐賀県の
観光地に魅力がない」の５５．２％と高い。

7.5

1.3

12.7

30.4

55.2

56.1

0 10 20 30 40 50 60

◆大都市圏での県産品の認知度が低い

◆佐賀県の観光地に魅力がない

５．「産業」分野

◆その他

◆無回答

％

◆佐賀県で撮影された佐賀県を紹介するテレビや
映画が少ない

◆県産品の海外輸出が少ない
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６．「雇用・労働」分野

（１）だれもが意欲と能力に応じて働ける環境について
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（１）だれもが意欲と能力に応じて働ける環境になっているか

％

全体では『思う計』が９．３％と１割未満となっている。
一方、『思わない計』は７６．０％と８割弱を占めて『思う計』を大きく
上回っている。

9.8 75.6 10.2 4.3

7.9 79.9 8.9 3.4

9.3 76.0 9.8 4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

６．「雇用・労働」分野
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（１）だれもが意欲と能力に応じて環境になっていないと思う理由

「働ける場が少ない」が７３．７％と最も高くなっている。

6.1

1.1

9.9

18.6

18.6

18.7

27.3

28.8

43.1

73.7

0 10 20 30 40 50 60 70 80

◆働ける場が少ない

◆非正規社員のままで雇用の安定や労働条件が向上していない

◆女性が働くための支援ができていない

◆ニートの若者が多い

◆必要な職業訓練が受けられない

◆その他

◆無回答

６．「雇用・労働」分野

◆高齢者が働くための支援ができていない

◆障害者の働く場が少ない

◆仕事と家庭の両立ができていない

％
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７．「その他一般」分野

（１）だれもが社会で個性や能力を発揮できる環境について
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（１）だれもが社会で個性や能力を発揮できる環境になっているか

％

全体では『思う計』が２１．８％となっている。
一方、『思わない計』は４８．１％と５割弱を占めて『思う計』を大きく
上回っている。

17.5 52.0 24.1 6.4

27.3 45.4 23.1 4.2

21.8 48.1 23.4 6.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

男性

女性

思う計 思わない計 わからない 無回答

７．「その他一般」分野



63

（１）だれもが社会で個性や能力を発揮できる環境になっていないと思う理由

「男性が家事に参加していない」が４０．９％と最も高くなっている。

15.0

4.7

5.4

7.4

21.8

27.9

31.8

40.9

0 10 20 30 40 50

◆男性が家事に参加していない

◆「夫は仕事、妻は家庭」という意識が根強い

◆身近に国際交流活動に参加できる場がない

◆ＤＶが行われている

７．「その他一般」分野

◆その他

◆無回答

％

◆人権尊重の意識を持っていない

◆外国人のための相談窓口などの生活支援体制が取れていない
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第３章 くらしの各分野・県政に対する意見・提案

490８．県政に対する意見・提案

4,557総 計

157７．「その他一般」分野

309６．「雇用・労働」分野

503５．「産業」分野

628４．「安全・環境」分野

449３．「交通基盤・社会基盤・情報化」分野

777２．「教育・文化・スポーツ」分野

1,244１．「福祉・保健・医療」分野

《 意見集計結果 》
（単位：件）


